
」

紀 行

海外研修記

心 優 し きワー レ ンの人 々
コーネル大学(N・Y州)で の共 同研 究 の思 い出

満 田 久 義

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
林
立
す

る
摩

天
楼
を
飛
び

か
う

ヘ
リ

コ
。フ
タ
ー
を

小
鳥

の
群
れ
と

見
做
す

、
我

々

ア

ー
バ

ナ
イ

ト
に
と

っ
て
、

コ
ー
ネ

ル
に

は
本
生

の
自

然

と
人

の
暖

か
さ
が

あ

っ
た
。
森

と
湖

に
囲

ま
れ
た

コ
ー
ネ

ル

大
学

の

美
し
さ
と
、

そ

の
住
人

コ
ー
ネ

リ
ア

ン
た
ち

の
素
晴

し
さ

は
、
世
界

中

の
大
学

人
が

認

め
て

い
る
。

こ
の

コ
ー
ネ

リ
ア

ン
が

ワ
ー

レ
ン
の

人

々
は
特
別
だ
と

言
う

(
ワ
ー

レ
ソ
と

は
、
私
が

研

ホ

　

ル

究
生

活
を
送

っ
た
農

村
社
会
学
科
が

あ
る
研
究
棟

の

名
称

)
。

我

々
が
受
け

た
彼

等

の
好
意

は
、
到
底
言
葉

で
は

語

り
尽
く
せ
な

い
が

、
感
謝

の
意

を
込
め

て

一
年

三

ヵ
月

の
ワ
ー
レ

ソ
で

の
思

い
出
を
綴

っ
て
み
よ
う
。

一
、
充
全
な
受

入
れ
と
研
究

へ
の
あ
せ
り

一
九
八

三
年

四
月

三
日
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
J
F

K
空
港

か
ら
プ

ロ
ペ

ラ
機

で
1
時
間

余
。

イ

サ

カ

(
ト

ン
プ

キ

ン
ソ

ソ
)
空

港

に
降

り
立

っ
た
我

々
家

族

を
迎
え
て
下
さ

っ
た

の
は
、

F

・
ヤ

ン
グ
教
授
御

夫
妻

、
C

・
ピ

ー
タ
ー

ソ
ソ
教
授
御

夫
妻
、
そ
し

て
J

・
レ
ー

モ
ソ
ド
助
手

と
彼

の
日
本

人

の
奥
さ

ん
で
あ

っ
た
。
花

束
を

い
た
だ
く
と
す
ぐ
我

々
の
車

は
渓

流

を
横
切

り
、
見
渡
す
限

り

の

コ
ー

ン
畑

を
通
り
、

馬

が
駆

け
る
牧
場
を
横

目

に
木
立
を

通
り
抜
け
た
。

街

を
見

下
す

高
台

に
パ
イ

ン
ツ
リ
ー

・
ロ
ー
ド

の
我
が

コーネル大学のワーレン ・ホール

(この4階 に私の研究室があった)

 

家
が
用
意

さ
れ
て

い
た
。

そ

の
家

の
前
庭

に
は
ブ

ラ

ン

コ
の
あ

る
大
木
が
立

ち
、
裏

に
は
丘
が
拡

が
り
、

野
生

の
鹿

や
兎
が
遊
び

に
来

る
。

日
本

で
は
考
え
ら

れ
な

い
素
晴

し

い
暖
炉

の
あ

る
邸
宅

で
あ

っ
た
。

翌
朝
、

コ
ー
ネ

ル
大
学

に
行
く
と
、

ピ
ー
ピ

ー
湖

の
見
渡

せ
る

ワ
ー
レ

ン

・
ホ

ー
ル
4
階

の
研
究
室

に

案

内
さ
れ

、
秘

書

の
パ

ッ
ト
さ

ん
と

フ
ラ

ソ
シ
ー
ヌ

さ

ん
を
紹
介

さ
れ
た
。

言
う

ま
で
も
な
く
、

コ
ー
ネ

ル
大
学

は

ア
イ
ビ

ー

・
リ
ー
グ

の
伝

統
校

で
あ

り
、
と
く

に
農
村

社
会
学

科

は
世
界

一
の
研
究

ス
タ

ッ
フ
を
も

っ
て

い
る
。
連

日
、
世
界
中

の
教
授

た
ち

の
セ
ミ
ナ
ー
が
開

か
れ
、
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数

多
く

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

目
白
押
し

で
あ

っ
た
。

同
学
科
長

の
G

・
エ
リ
ク

ソ
ン
教
授
や
発

展
社
会
学

研

究
科
長

の
ヤ

ン
グ
教
授

が
わ
ざ
わ
ざ
数

回

の
会
合

を
用
意

し
て
下
さ
り
、
私

の
研
究

テ
ー

マ

「
経
済
発

展

が
農
村
社

会
構
造

に
及
ぼ

す
影
響

の
日
米
比
較
研

究

」

に

つ
い
て
、

い
く

つ
か

の
有
益
な
助

言
を

い
た

だ

い
た
。
当

初
、

コ
ー
ネ

ル
大
学
社
会
経

済
研
究
所

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

へ
の
参

加

に
興
味
を
も

っ
た
。
P
・

エ
バ

ー
ト
教

授

の
助
け
を
得

て
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
州

の
産
業
化

か
農

村
社
会
構
造

に
ど

の
よ
う
な
影
響
を

与

え

る
か
の
計
量

モ
デ

ル
を
作

成
し
始

め
た
。

し

か

し
、
図
書
館

で

1
冊

の
本

を
捜

す

の
に
も

1
日
か

か

り

(何
と

ひ
と

つ
の
図
書
館

だ
け

で
百

五
十
万
冊
も

の
蔵
書
数
が

あ
り
、
大
学

全
体

で
十

六
の
図
書

館
が

あ

る
)
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
使

用
法
を
習
得

す

る

の

に
数
週
間

、
何
を
す

る
に
も
時
間
が

か
か

っ
た
。
当

時

の
日
記

に
は

「
時
間
が

飛
ん

で
い
く
、
金

が
飛

ん

で

い
く
」

と
記
し
て

い
る
。

無
数

の
チ

ャ
ン
ス
が
あ

り
な
が
ら
、
何

の
成
果
を

も
あ
げ
え

な

い
で
焦

っ
て
い
た
あ

る
日
、
日
本
農
村

社
会
研
究

で
高

名
な

R

・
ス
ミ
ス
教
授
が

研
究
室

へ

お
見

え
に
な
り
、
私

の
相
談

を
受
け

て
下
さ

っ
た
。

そ
し

て

『
何

よ
り
も

ま
ず

、
良
き

パ
ー
ト

ナ
ー
を
見

つ
け

る
こ
と
で
す
』
と
励

ま
さ
れ

た
。

こ
の

一
言

で
ふ

っ
き
れ

た
私

は
、
連

日
各
研
究
室

の
戸
を
敲

い
て

は
、
自
分

の
研
究

テ
ー

マ
と
共
同
研

究

の
意
志

を
た
ず

ね

た
。

約
束

の

一
時
間
が

全
く
自

分

の
独
演
会

だ

っ
た
教
授
。

山

の
よ
う

な
論

文
を
示

し
、

『
次

回
、

ま
た
』
と

言
う
教
授
。
様

々
で
あ

っ

た
。
と
も

か
く

、
毎
夜
、

論
文
読

み
と

レ
ポ

ー
ト
書

き

の
連
続

で
あ

っ
た
。

そ
し

て
、
最
後

の
最
後

に
彼

と
出
会

っ
た
。

二
、

チ

ャ

ッ
ク
と

の
共

同
研
究

チ

ャ

ッ
ク

・
C

・
ガ
イ

ス
ラ
ー
教
授
、
彼

は
も

の

静

か
な
哲
学
者

と

い
う
感

じ
が

す
る
。
毎

日
6
時

に

共同研究者コーネル大学ガイスラー教授

 

起

床
し
、

1
時

に
床
に

つ
く

ま
で

10
時
間
以
上
も

研

究

を
欠

か
さ
な

い
と
噂

さ
れ
る
、
ま

る
で
修

行
僧

で

あ
る
。
彼

の
専

門

は
「
土

地
」
で
、

ア

メ
リ
カ
で
農
地

改
革

を
行

な
お
う
と
し

て

い
る
熱
血
漢

で
も
あ

る
。

彼

は
す
ぐ
私

の
意
図
を

理
解

し
、
適
切

な
資
料
や

論

文
を
提
示

し
た
。
そ

の
頭

の
回
転

の
速

さ
、
謙

虚

な
態

度

に
驚
く

と
と
も

に
、
彼

の
研
究

に
引

き

つ
け

ら
れ
た
。

彼

の
説
明

に
よ
れ
ば
、
米
国
最

大

の
公
立

公
園

で

あ

る

ア
デ

ィ
ロ
ン
ダ

ッ
ク
州

立
公

園

(あ

の
国
立
公

園
最

大

の
イ

エ
ロ
ー
ス
ト
ー

ソ
の
3
倍
、
九
州

の
半

分

の
広
さ
が
あ

る
)

に

は
、

三
千
以
上

の
湖

と
四
千

フ
ィ
ー
ト
以
上

の
山

々
が
連

っ
て
い
て
、

「
永
遠

の

原
生

地
」
と
呼
ば
れ

て

い
る
。
そ

ん
な
奥
地

に
今

、

七

パ
ー

セ
ン
ト
の
勢

い
で
人

々
が

ど
ん
ど

ん
流

入
し

て
い
る
。

い

っ
た
い
ど
ん
な
人

々
が

、
な
ぜ
移
動
す

る
の
か
、
何
も
わ

か

っ
て

い
な

い
。

直
観
的

に
、
私

は
日
本

の
過
疎

の
む
ら

の
現
状

を

思

い
出

し
た
。

日
本

の
国
勢
調
査

(
昭
和

50

・
55
年

)

が
同

じ
こ
と
を
示
唆

し
て

い
た
。

「
こ
れ

だ
!
」
人

々
は
物
質

的
豊

か
さ

よ
り
も
、
環
境

の
快

適
さ
や
人

間
的

な
生
活
を
求

め
て
都

市
か
ら
農
村

へ
移
動

し
て

い
る
の
か
も
し
れ

な
い
と
興
奮
し

た
。

そ

の
日
か
ら

我

々
の

二
人
三
脚
が
始

ま

っ
た
。

こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
代
表
、

D

・
ア
リ

ー
教
授

に
よ
れ
ば
、

こ
の
研
究

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

は
、

こ
の
地
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域

の
開

発
と
保
全

に
関

す
る
政
策
決
定

を
行
う
際

、

住
民

・
自
治
体

・
同
公
園
庁

(
A
P
A
)
を
助
け

る
た

め
に

コ
ー
ネ

ル
大

学
に
作
ら
れ

た
も

の
で
、

一
七
カ

月
間

、
入

つ
の
チ
ー

ム
に
よ

っ
て
実

施
さ
れ

て
い
た
。

我

々
の
チ
ー

ム
は
、

=

一〇
〇

名

の
土
地
所
有

者

を
対

象

に
、
人

口
逆
流
現
象

下
に
お
け

る
土

地
所
有

形
態

や
そ

の
利

用
パ

タ
ー

ン
、
生

活
や
環
境

の
住

民

評
価

、
公
的
政
策

、
と
く

に
土
地
利
用
規
制

に
対

す

る
態

度
な
ど

を
意

識
調
査

し
た
。

と
く

に
、
私

は
人

口
逆
流

は
環
境

の
快
適
性
が

主
因
を
成

す

と

仮

定

し
、
住
民
環
境

評
価

の
規
定
要
因

を
分
析
す

る

こ
と

に
し
た
。

夏

休

み
も
デ

ー

タ
解

析
と
報
告

書
作
成

に
明

け
暮

れ
し
て

い
た
。

し
か
し
、
助

手

の
レ
イ

モ

ン
ド
君
や

ロ
ン
君

の
助

け
も
あ

っ
て
、
毎

日
が
愉

快

で

あ

っ

た
。
彼
ら

の
協

力
が
な
け
れ
ば

、
私

の
研
究

は
成
就

し
な

か

っ
た
だ
ろ
う
と
思

っ
て

い
る
。

一
九

入
四
年

六
月

に
離
米
す

る
ま

で
、
休

日

で
あ

っ
て
も

彼
ら

は

こ
こ
ろ
よ
く
仕

事
を
手
伝

っ
て
く
れ

た
。
何

回
、
デ

ー
ト
の
邪
魔

を
し
た

こ
と
だ

ろ
う
。

そ
し

て
、
我

々
の
研
究
成

果

は
、
農
村
社

会
学
科

よ
り
報
告
書

と
し

て
刊
行

さ
れ
た
。
我

々
が

得
た
結

論
を

一
言

で
は
と

て
も
言

い
尽
く

せ
な

い
が

、

一
部

を
紹
介
す

る
と
以
下

の
ご

と
く

で
あ

る
。

『
仮
説

通
り
、
人

々
は
環

境

の
質
、
と

り
わ
け
湖

水
環
境
に
魅
せ
ら
れ
て
や
っ
て
ぎ
て
い
る
。
そ
し
て

住
民
の
湖
水
環
境
の
評
価
は
、
客
観
的
な
科
学
測
定

価
と
は
必
ず
し
も

一
致
せ
ず
、
ま
た
、
近
隣
環
境
に

対
す
る
満
足
度
や
、
飲
料
水
の
評
価
、
湖
水
の
利
用

満
足
度
と
も
余
り
相
関
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

従
来
の
仮
説
に
対
し
て
、
我
々
の
結
論
は
興
味
深
い

も
の
で
あ

っ
た
。
湖
水
環
境
評
価
を
規
定
す
る
要
因

の
う
ち
、
行
政
評
価
、
と
く
に
環
境
保
全
政
策

(土

地
利
用
規
制
を
含
む
)
の
評
価
が
最
も
有
力
で
あ
る

こ
と
が
、
回
帰
モ
デ
ル
を
用
い
て
定
量
的
に
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。』

こ
れ
は
新
し
い
実
証
で
あ
り
、
世
界
湖
沼
環
境
会

議
(
一
九
八
四
年
八
月
、
大
津
市
)で
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
他
に
も
新
し
い
住
民
の
居
住
形
態
、
す
な
わ

ち
、
モ
ー
ビ
ル
・
ホ
ー
ム

(移
動
住
宅
)
と
土
地
利

用
規
制
の
問
題
を
取
り
あ
げ
、
合
法
的
な
規
制
に
よ

る
階
級
差
別
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
は
国
際
農
村
研
究
誌

(オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
)
に
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

今
回
の
共
同
研
究
で
の
経
験
は
、
日
本
の
調
査
研

究
で
は
想
像
も
で
き
な
い
意
外
な
こ
と
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
車
で
一
時
間
以
上
ぶ
っ
飛
ぽ
し
て

も
人
家
ど
こ
ろ
か
対
向
車
す
ら
見
え
な
い
よ
う
な
調

査
対
象
地
域
、
戸
籍
も
住
民
票
も
な
い
、
居
住
者
を

確
定
す
る
デ
ー
タ
す
ら
な
い
サ
ン
プ
リ
ン
グ
。
こ
れ

ら

は
今
後

の
国

際
共
同
研
究

を
進
め

る
上

で
掛

け
替

え

の
な

い
貴

重
な
経
験
と

な
る
だ

ろ
う
。

コ
ー
ネ

ル
で

の
研
究
生
活

で
最

も
印
象
的

だ

っ
た

の
は
、
院
生

を
含

め
て
、

ス
タ

ッ
フ
の
真
摯

な
研
究

態

度
と
凄

じ

い
研
究
量

で
あ

る
。

大
学
院

の
セ
ミ
ナ

ー

で
は
週

に
五
百
頁
以
上
も

の
講

読
が

課

せ

ら

れ

る
。
ひ
と

つ
の
論
文
を
書
く

の
に
数
十
～
数

百
も

の

論
文

に
目

を
通
す
。
毎

日
十
数

時
間
、
唯

々
机

に
立

ち
向
う
姿

を
見

て

い
る
と
、
何

が
彼
ら

を
あ

の
よ
う

な
異
常
な

ま
で

の

ハ
ー
ド

・
ワ
ー
ク
に
駆

り
立
て
る

の
で
あ

ろ
う
か
と
疑
問

に
思

う
。

彼
ら

は

『
生

存
』

の
た
め
と
笑

う

で
あ

ろ
う
が
、

私

は

『
学
問

の
自
由
』
を
得

る
た
め
と
思

う
。

潤
沢

な
研
究
費

、
必
要
な
と
き

に
必
要
な
も

の
が

得
ら
れ

る
人
的

・
情

報
資
源
、
研
究

を
支
え

る
諸

々
な

サ
ポ

ー
ト
シ

ス
テ

ム
、
日
本

の
大

学
と

は
比
較

に
な
ら
な

い
完
備

さ
れ
た
研
究
環
境
。

彼
ら

に
と

っ
て
は
、
や

り

た
い
仕
事

を
障
害
な
く

、
常

に
成
就

し
う
る

『
学

問

の
自
由

』

こ
そ
が
至
上

の
価

値
を
も

つ
の
で
あ

ろ

う
。
そ

の
自

由
を
求

め
て
世

界
中

の
選
ば

れ
た
研
究

者
が
凌
ぎ

合
う
凄

じ
い
競
争

社
会
、
そ

れ
が

コ
ー
ネ

ル
の
よ
う
に
思
え

た
。

三
、

ユ
フ
ロ
国
際

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

一
九

八
三
年
十
月
十

八
日
か
ら
十
九

日
ま

で
、

オ
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レ
ゴ

ソ
州

ポ

ー
ト
ラ

ン

ド

で

。
Qo
島
邑

・
巴

Y゚
ie
ld

F
o
re
s
try
"
を

テ
ー

マ
と
す

る

国
際

シ

ソ
ポ
ジ
ウ

ム

が
開

催
さ
れ

、
招
待
を
受

け
た
。

そ
れ

に
先

立
ち
、

コ
ッ
ク

ス
教
授

(
サ

ン
デ

ィ

エ

ゴ
州
立
大

・
前

米
国
森
林
歴

史
学
会
会
長
)

か
ら

オ

レ
ゴ

ン
の
山
村

へ
旅

行
す

る
の
で
同
伴

し
な

い
か

と

手
紙
を

い
た
だ

い
た
。
彼

は
私
が

院
生

の
頃

、

一
九

八

一
年
京
都

で
開
催
さ
れ

た
I
U
F
R

O

(
国
際

森

林
研

究
機
構
)
匱

界
学
会

で
ポ

ス
タ

ー
セ

ヅ
シ

ョ
ソ

に
出
て

い
た
私

を
激
励
し

て
下

さ

っ
た

恩

人

で

あ

る
。

発
表
前

日
、
彼

は
私
と

D

・
ス
ミ
ス
教
授

(
メ

イ

ソ
大
学

・
コ
ー
ネ

ル
P

h

・
D
)
、
ジ

ュ
デ

ィ
さ

ん

(
ア
イ
ダ

ホ
州

立
歴
史
協
会
)
を
愛
車

に
乗

せ
て
、

カ

ス
ケ
ー
ド
山
脈
越

え
に
旅

立

っ
た
。
我

々
の
旅

は
、

そ

の
道

の
達
人
が
最
高

の
物
を
見

せ
て
く
れ

る
よ
う

な
も

の
で
、
正

に
最
高

の
旅

で
あ

っ
た
。

コ
ッ
ク

ス

教
授

は
米

国
、
と
く

に
オ

レ
ゴ

ソ
の
山
村

に
つ
い
て
、

い
く

つ
か

の
書
物
を
著

し
て

お
り
、

日
本

に
つ
い
て

も
造
詣
が
深

い
。
我

々
は

7
時

の
朝
食

か
ら

10
時

の

晩
餐

ま
で
語
り
合

い
、
笑

い
続
け

た
。

四
七
〇

マ
イ

ル
(約

七
五
〇
㎞
)
の
ド
ラ
イ
ブ
、
製
材
産

業
が
衰
退

し
た
過
疎

の
む
ら
、
観
光
開

発

の
町
、
ど

こ

へ
行

っ

て
も
彼

は
我

々
の
質
問

に
即
座

に
答
え

た
。

彼
ら
と

の
議
論
を
通

じ
て
、
私

は
ダ

ン
カ

ソ
の
P

O
E

T
S

モ
デ

ル
を
山
間

地

の
過
疎
化
過

程
に
適
用

前米国森林歴史学会会長コックス教授(サ ンディエ

ゴ州立大)と 伴にオレゴンの森林地帯を旅行する

 

す

る
こ
と

を
思

い

つ
い
た
。
す
な

わ
ち
、
日
米
両
国

の
山
村

問
題
を
考
え

る
と
き
、

人

口

(P
)
、
環

境

(E
)
、
技
術

(T
)
、
価
値

・
意
識

(
S
)
、

の
相
互

関
連

に
共

通
性
が
見

い
出

せ
る
と

い
う

も

の

で

あ

る
。徹
夜
続
き

の
発
表
準
備

、

10
時
間
を
超

え
る
大
陸

横

断
飛
行

、
そ
し

て
人
生
最
長

の
ド

ラ
イ
ブ
旅

行
。

体

は
疲
弊

し
て

い
た
が
、
深
夜

の
ビ

ー

ル

・
パ

ー
テ

ィ
に
ま

で

つ
い

つ
い
付
き
合

っ
て
し
ま

っ
た
。

シ
ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

の
発
表

は
、

コ
ッ
ク

ス
教
授

の

名

司
会

の
お
蔭

で
満
足

の
い
く

も

の
で
あ

っ
た
。

彼

は
私
が
壇

に
上
が

っ
た
と
き

に
は
、
す

で
に
観
客

を

釘
づ
け

に
し

て
お
い
て
く
れ
た

の
で
、
私

は
拙

な

い

冗
談
が
飛

び
出
す

ほ
ど

リ

ラ

ッ
ク

ス
し
て

い
た
。

こ

の
成
功

で
、

い
く

つ
か

の
大
学

で

セ
ミ

ナ
ー
を
も

つ

こ
と
が

で
き
た
。

こ
の
シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム
の
帰
路
、

翫
H

・
ヤ

コ
ブ

(現

在
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ソ
大

学
)

の
配
慮

で
東

ワ
シ

ン
ト

ン
大
学

で

セ
ミ
ナ
ー
を
も

っ
た
。

彼

は
ワ

シ
ン
ト
ン
州
東
部

と

ア
イ
ダ

ホ
北
部

の
過

疎

地
帯
を
案
内

し

て
く
れ

た
。

こ
の
よ
う
な
地

に
足

を
踏
み
入

れ
る
日
本
人

は

い
な

い
と

み
え
る
。
あ

る

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
、
母
親
が
私

の
方
を
指

し
な
が
ら
子
供

た

ち
に
言

っ
た
。

『
ほ
ら
、

あ
れ
が

チ

ャ
イ

ニ
ー
ズ
と

い
う

の
だ

よ
。
よ
く
ご

ら
ん
、

め

っ
た

に
見

ら
れ
な

い
の
だ

か
ら
』
と
。

四
、
ダ

ウ

ン

・
イ

ー
ス
ト
の
漁
村

の
旅

メ
イ

ン
大
学

よ
り

セ
ミ
ナ
ー
を
用
意

し
た

い
と

の

申

し
出
を
受
け

た

の
は
、
連

日
氷
点
下

20
度

以
下

の

冷
凍

状
態

で
冬

眠
し
て

い
た
2
月

で
あ

っ
た
。

メ
イ

ン
州

は
米
国
最
寒

地
域
、
し

か
も
、

「
殺

し
屋
」

と

呼
ば

れ
た
超

A
級
寒

波

の
お
出

迎
え

に
も

か
か
わ
ら

ず
、

オ

レ
ゴ

ン
の
旅

を
同
行

し
た
D

・
ス
ミ

ス
教

授

の
熱
烈

な
歓
待

で
、

二
月

二
十

五
日
か
ら
心
暖

ま
る

一
週
間

を
過
し

た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
先

立
ち
、
彼

は
私

の
他

に
第
四
紀
研
究
所
長

H

・
ボ

ー

ソ
ズ
教
授
と
漁
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メイン大学にて。DR.ス ミス歴史学科長兼第

四紀研究所教授と共に

 

業
経
済

学

の
ジ

ム

・
ウ
ィ
リ

ア
ム
教
授

を
伴

っ
て
、

メ
イ

ン
州
海
岸
線

ダ
ウ

ン
イ

ー

ス
ト

の
旅
を
用
意

し

て
く

れ
た
。
実

は

こ
の
旅

に
は
、

あ
る
特
別

な
目
的

が
あ

っ
た
。

コ
ー
ネ

ル
大

学

の
R

・
ス
ミ

ス
教
授

は
、

一
九
八

二
年

の
京
都
大

学

で
の
講
演

中
、
『
ア
メ
リ
カ
に
は
、

い
わ
ゆ

る

「
む
ら
」

は
な
い
』
と
断
言
さ
れ

た
。
そ

れ
以
来
、
私

は
何
と

か
反
証

を
見

い
出

し

た

か

っ

た
。
も

ち
ろ
ん
、
中
西
部

の
大
平
原

に
は

「
む
ら
」

は
な

い
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
地
形
的

に
も

歴
史
的

に

も

日
本

の
む
ら
と
類
似
性
が

あ
り
そ
う

な

メ
イ

ソ
の

漁
村

な
ら
ば

、
と

い
う
期
待

が
あ

っ
た
。

漁

村
研
究

の
第

一
人
者

ウ
ィ

リ
ア
ム
教
授

は
、
私

の
期
待

を
裏

切
ら
な

か

っ
た
。
彼

は
氷
河
に
よ

っ
て

形
成
さ

れ
た
自
然

の
良
港
が

連
な

る

メ
イ

ン
の
美

し

い
海
岸
線

を
東

へ
向

っ
た
。

そ

し
て
、
私

が

日
本

で

研
究

し
た
漁

村
と
類
似

性
を
有
す

る
と
思
わ
れ

る
漁

村
を
次

々
と
案
内

し
、
そ

の
環
境

、
歴
史
、
経
済

、

社
会

に

つ
い
て
詳

し
く

説
明
し

て
く

れ
た
。

ビ
ー

ル
ズ
島

(人

口
六
〇
〇

人
)

は
、
漁
業
と
造

船

だ
け

の
島

で
あ

る
。

こ
の
島

に
は
た

っ
た

五

つ
の

家
系

(
カ
ル
。バ
ー
、

ア
レ
ー
、

ス
テ

ィ
ー
ブ
、

ビ
ー

ル
、

フ

ォ
ウ

ル
キ

ン
グ
)

し
か
な

い
。
権
力
構
造

も

同
族
団

の
そ
れ

と
類
似
す

る
点

も
あ

る
よ
う

に
思
わ

真の農村社会学者力ミング教授(コ ーネル大)

とカユガ湖周辺の小さな町を調査する

れ

た
。
地
先
海
面

で

の
年
間
使

用
権
を
決
定
す

る
た

め

の
競
争
や
漁

場
争

い
で
他
地

域
と
戦
争

に
な

り
、

つ
い
に
は
船

の
構

造
ま

で
変

え
た
事
例
な
ど

、
同
じ

よ
う
な
事
例

は
日
本

で
も
見

い
出

せ
る
。

ま

た
、

イ

ワ
シ
加

工
で
爆
発

的
な
人

口
増

を
経
験

し
た

カ
ナ
ダ

と

の
国
境

の
町
イ

ー
ス
ト
ポ
ー

ト
は
、

最

盛
期

八
〇

〇
〇
人
だ

っ
た

の
が
、
今

で
は

二
〇
〇

〇
人
と

死

の
町
と
化

し
て

い
る
。
昼
だ

と

い
う

の
に

人
影
も

ま
ば

ら

で
老
人

し
か
見
あ

た
ら
な

い
。

こ
れ

は
戦
後

の
運
輸
手
段

の
技

術
革
新

に
よ
る
経
済
立

地

条
件

の
悪

化
が
直
接

の
原

因
と
な

っ
て
生
じ

た
も

の

で
あ

る
。

現
在
、
養

殖
漁

業
や
石
油
精
製

に
力

を
入

れ

て
い
る
。
地
域
づ

く
り

の
キ

ャ

ッ
チ

フ

レ

ー

ズ

が
、

日
本

の
そ
れ

と
ほ
と
ん
ど
同

じ
だ

っ
た

の
に
は

驚

い
た
。

こ
の
旅
を
通

し
て
、
私

は
地
域

ラ
イ

フ

ス
タ
イ

ル

論

の
着

想
を
得

た
し
、
ま

た
、
村
落

構
造
と

そ

の
機

能

の
日
米
比
較
研
究

に
あ

る
程
度

の
自

信

を

深

め

た
。

ま
た
、

ス
キ

ッ
プ
と

の
愛
称

を
も

つ
若
く

て
有

能

な
地
域

リ
ー
ダ

ー

(
メ
イ

ソ
大

学
修
士
)
と

の

コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
づ
く

り

の
苦
労
話

は
楽
し

か

っ
た
。

我

々
は

一
杯

の

コ
ー
ヒ
ー
が
飲

み
た
く

て
店

(よ

ろ
ず

屋
し

か
な
か

っ
た
が
)
に
入

っ
た
。
こ
の
冬

の
時

期

に
お
客
が

い
る

は
ず
も

な
く

、
奥

か
ら
出

て
き

た

女
主
人

は

コ
ー

ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

の
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
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た
。
我

女
は
棚

の
ア

ッ
プ

ル
パ
イ
を
注
文

し
た
が
、

彼

女

は
首

を
横

に
振

る
。
そ

こ

で
別

の
パ
イ
を
、
ま

た
違
う

パ
イ
を
注
文
し

た
が

、

い
ず
れ
も

「
ノ
ー
」

で
あ

る
。

つ
い
に
、
ジ

ム
が

理
由
を
尋

ね
た
。
彼
女

曰
く
、

『
余

り
固
す
ぎ

て

食

.へ
ら
れ

な
い
よ
』
と
。

我

々
は
笑

い
転
げ

た
が

、
す

ぐ

に
背
筋

に
悪
寒
が
走

っ
た
。

こ

の

一
言

で
イ
ー

ス
ト
ポ
ー
ト

の
苦
悩
が
理

解

で
き

た
よ
う
な
気
が

し
た
。

五
、
農
家

の
ホ
ー
ム

・
ス
テ
イ

カ
ミ

ン
グ
教
授

は
大

の
日
本
び

い
き

だ

っ
た
。
研

究
室
が

と
な
り

の
と

な
り

で
あ

っ
た
関
係

で
、

い

つ

も
御
世

話

い
た
だ

い
た
。
彼

は

コ
ー
ネ

ル
大
学
が
あ

る

フ
ィ
ン
ガ
ー
湖

周
辺

の
地
域
づ
く

り

に
直
接

た
ず

さ

わ

っ
て
き

た
関

係

で
知
人
も
多

か

っ
た
。
調
査

に

同

行
し
た
際
、

ひ
と

つ
の
お
願

い
を
し
た
。
農
家

の

ホ
ー

ム

・
ス
テ
イ
で
あ

る
。
朝

か
ら
晩
ま

で
農

塚

の

人

々
と
過

し
、
語

り
合

い
た
か

っ
た
。
そ

し
て
、
私

は
ベ

ン
ソ

ン

一
家

を
訪
問

で
き

た
。

同
家

は
八
百

工
ー
カ
ー
の
牧
場
と

二
五
五
頭

の
乳

牛
を
も

つ
酪

農
家

で
あ

る
。

夫

の
チ

ャ
ー

ル
ズ

は
農

業

経
営
学
専

攻
、
妻

の
ア

ン
ド

レ
ア
は
人
間

生
態
学

(小
児
栄
養

学
)
専
攻

で
、

と
も

に

コ
ー
ネ

ル
大
学

を
卒
業

し
て

い
る
。
彼

ら
は
卒
業
後

、
す

ぐ

に
平
和

部
隊
と

し
て

コ
ロ
ン
ビ
ア

の
中
央
山
地

に
派

遣
さ
れ

た
。

ア
ソ
ド

レ
ア
は
栄
養
問
題

の
民
衆
教
育

と
学
校

給
食

プ

ロ
グ

ラ

ム
の
実
施

を
、
チ

ャ
ー

ル
ズ
は

コ
ー

ヒ
ー
園

で
小
規

模
な
酪
農
経

當
を
指
導

し
た
。

私

が
興
味

を
も

っ
た

の
は
、
実

は
彼
ら

の
農

業
経

営

で
は
な
く

、
彼

ら

の
ラ
イ

フ

・
ス
タ
イ

ル
、
と
く

に
冢
庭

・
家

族

に
対
す

る
考

え
方

で
あ

っ
た
。

周
知

の
ご

と
く
、

ア

メ
リ
カ

で
は
結
婚

す
る

二
組

に

一
組

は
離

婚
す
る
と

い
わ
れ
る
ほ
ど

の
異
常

さ

で

あ

る

(人

口
千
人
当

り
、
五

・
二
人

。

一
九

七

九

年
)
。
冢

族
崩

壊

は
、
米

国
最

悪

の
社
会
問
題

だ
と

い

う
研
究
者

も

い
る
。
と

こ
ろ
が
、

ベ

ン
ソ
ン

一
家

に

は
五
人

の
子
供

の
ほ
か
、
チ

ャ
ー

ル
ズ

の
両
親

、

ア

ベンソンー家との楽 しい語らい

ン
ド

レ
ア
の
両
親

が
隣
接

し
て
居

住
し

て
い
る
。

さ

ら

に
、
ポ

ー
ラ

ン
ド
か
ら

の
亡
命

一
家
と
機
械

屋

の

ア
ー

サ
ー
も
同
居

し
、
ま
さ

に
巨
大
な

ホ
ー

ム
で
あ

る
。彼

ら
と

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
に
よ
る
と
、

『
コ

ロ
ン

ビ
ア

で
の
経
験

は
、
我

々
の
人

生
を
変
え

て
し
ま

っ

た
。

我

々
の
目
は
開

か
れ

、
人

と
人
と

の
思

い
や
り

や
友

情

の
尊

さ
を
知

っ
た
。
彼

ら

は
貧
困

と
困
難

の

中

で

こ
の
事

を
教
え

て
く
れ

た
。
私

た
ち
は
豊
か
な

恵

ま
れ

た
環
境

で
育

っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
そ

れ

は

一
時

の
偶

然
だ

っ
た
の

で
す
。
』

彼

ら

は
帰
国

後

す
ぐ

に
、

全
て

の
人

々
に
開

か
れ

た
、
安

全

で
孤

立
し
た
砦
を
構
築

し
よ
う
と
決

意
し

た
。

そ
し
て
、

自

分
た

ち
の
第

一
子
が
生

ま
れ
る
と
す
ぐ

に

コ
ス
タ

リ
カ

か
ら
養

子
を
迎
え

た
Q
続

い
て
、

カ

ン
ボ
ジ

ア

難

民

の
子
供

、
ポ

ー
ラ

ン
ド

の
亡
命
者

の
子
供

を
養

子

と
し

て
受

け
入
れ

た
。

ア
ン
ド

レ
ア

は
家
庭
婦
人

で
あ

る
が
、

地
域
婦
人

プ

ロ
グ

ラ

ム
の
中
心
人
物

で
あ

る
。

ま
た
、
子
供

の

教

育
問
題

に
非

常

に
熱

心
な
活
動
家

で
あ

る
。

彼
女

は
、

『
我

々
の
社
会

は
子
供

を
愛

せ
な
く

な

っ
て

し

ま

っ
た
。

子
供
た

ち
は
学
校

か
ら
帰

っ
て
す
ぐ
両
親

に
相
談

し
た

い
こ
と
が
あ

る
か
も

し
れ
な

い
。
な
ぜ

子
供
を

育
て
る

こ
と
が

つ
ま

ら
な

い

こ
と

で
尊
敬

さ

れ
な
く

な

っ
て

し
ま

っ
た

の
。
我

々
は
も
う

一
度

立
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ち
止

ま

っ
て
み
な
く

て

は
い
け
な

い
』
と
熱

っ
ぽ
く

語

っ
た
。

彼
女

の
生
き

方

は
、
現
代

ア
メ
リ
カ
の
過

激

な
男

女
平
等
論

や
女
性

の
社
会
進

出
論

に
食
傷
気

味
だ

っ
た
私

に
は
新

鮮

に
写

っ
た
。

ベ

ソ
ソ
ン

一
家

以
外

に
も
、
多

く

の
フ

ィ
ー

ル
ド

・
プ

ロ
フ

ェ
ッ
サ

ー

(在
野

の
先

生
)

に

出

会

っ

た
。

メ
イ

ソ
の
漁

村

で
組
合
づ
く

り
を

や

っ
て

い
る

ス
キ

ッ
プ
、

オ

レ
ゴ

ン
の
山
村

で
過
疎
対
策

を
住
民

と
と
も

に
考

え
、
常

に

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

・
ニ
ュ
ー
ス

を
送
り
続
け

て
く
れ

る
ス
テ

ィ
ー
ブ
、
環
境

問
題

に

没
頭
し

て

ヶ
ー
プ
岬

に
住

み

つ
い
た

ア

イ

ビ

ー

野

郎

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
喧
噪

を

の
が
れ
、

ア
デ

ィ

ロ

ン
ダ

ッ
ク
で
独
創
的
な
家
具

を
創

作
し

て
い
る
若
夫

婦
。彼
ら

に
共
通
し

て
い

る

の

は
'

fﾎB
d
c
k

to

th
e

L
a
n
d

(大
地

に
回
帰
し

よ
う

)
』
思
想

の

持

ち

主

で
、
若
く

て
高

い
教
育

を
受

け

て
い
る
こ
と
、
そ

し

て
何

よ
り
も
強
固

な
信

条
と

エ
ネ

ル
ギ

ッ
シ

ュ
な
情

熱

を
も

っ
て

い
る
点

で
あ
る
。
彼
ら

と
接
し

て
農
村

社
会

に
新

し

い
明

る
さ
を
見
た

し
、

コ
ー
ネ

ル
で
は

学

べ
な
か

っ
た
教
訓

を
得

る

こ
と
が

で
き
た
。

六
、

こ
れ

か
ら

の
五
年
先

私

は
、

「
寄
ら
ば
大
樹
」

的
な
大
先

生
に
師
事

し

な

か

っ
た
。
し

か
し
、

フ

ァ
ー
ス
ト

・
ネ

ー
ム
で
呼

ぴ
あ

う
多
く

の
気
鋭

の
教
授
と
親
交

を
深

め
た
。
彼

ら
と

の
対
話

は
い

つ
も
刺
激
的

で
あ

っ
た
。

今

や
世
界

の
艇
村

社
会
学

を
主
導
す

る

ブ

レ

ッ

ド

(
コ
ー
ネ

ル
大
)
、
そ
し

て
、

マ
ー

チ

ン

(
オ

ハ
イ

ォ
州

立
大
)
と

ジ

ャ

ッ
ク

(
ウ
イ

ス

コ
ン
シ

ン
大
)

は
環

境
社
会
学

や

「
生
命

工
学

と
社
会
的

イ

ン
パ

ク

ト
」
と

い

っ
た
、
新
し

い
領
域

を
教
え

て
く
れ

た
。

ハ
ー
ヴ

ィ

(前
東

ワ
シ

ン
ト

ソ
大
、
現

ウ
イ

ス

コ
ソ

シ
ソ
大
)

は
、
土
地
利
用
計

画
と
権
力
構
造

と

の
関

係

を
、
さ
ら

に
ポ
ー

ル
は
私

の
農

村

の
都
市
化

理
論

の
誤

り
を
指
摘

し
て
く
れ

た
し
、
ジ

ョ
ー
は
計

量
分

析

の
疑
問

に
常

に
答
え

て
く

れ
た
。

彼
ら

は
私

の
陳

腐
な
農
村

社
会
学

の
常
識

を
払
拭

す
る

に
充
分

な
パ

ワ
ー
が
あ

っ
た
し
、
農
村

社
会
学

が
今
後

ま
す

ま
す
重
要

な
意

義
を
も

つ
よ
う

に
な

る

こ
と
を
示

し
て
く
れ

た
。

今

回
の
海

外
研
修

で
何

よ
り
も
重
要

で
あ

っ
た

の

は
、
や

は
り
チ

ャ

ッ
ク
と

の
出
会

い
で
あ

っ
た
。
彼

は
貴
重

な
時

間
を
さ
き

、
常

に
忍
耐

を
も

っ
て
私
を

激
励

し
続

け
て
く
れ

た
。

私

は
彼

の
早

口

の
英
語
を

十
分

に
理
解

で
き
な

か

っ
た
が
、
共

同
研
究
中

は
彼

が
言
葉

を
発
す

る
前

に
、
す

で
に
彼

の
言

い
た

い
事

が
理
解

で
き

る
よ
う

に
な

っ
て

い
た
。
我

々
は
真

の

共
同
研
究
者

で
あ

っ
た
。

コ
ー
ネ

ル
を
離
乳

る
日
、
我

々
の
機
影
が

消
え
去

思い出のジョギングコース(創 始

者E.コ ーネル像と中央広場)

 

る
ま
で
、
空
港

の
金
網

こ
し

に
見

送

っ
て
く
れ

た
チ

ャ
ッ
ク

の
姿
を
思

い
浮

か
べ

る
と
き

、

一
年

三
ヵ
月

の
有

意
義
な
機
会

に
恵

ま
れ

た
と

い
う
感
謝

の
気
持

ち
と
、
彼
ら
と
語

り
合

っ
た

「
五
年

先

の
約
束
」

を

果

た
す
と

い
う
決

意

で
胸
が

一
杯

に
な

る
。

故
郷
を
離
れ

れ
ぽ

、
望
郷

の
念

は
高

ま

る
も

の
で

あ

る
。
研
究
室

の
机

の
前

に
貼

れ
た

日
本

か
ら

の
絵

ハ
ガ
キ
を
眺

め
な
が
ら
、

い

つ
も
故
郷
、

佛
教

大
学

の
こ
と
を
考

え
て

い
た
。

最

後

に
な

り
ま
し
た
が
、

佛
教
大
学
学
長

水
谷
幸

正
先
生

は
じ

め
、
佛
教
大
学
教

職
員

の
方

々
、
と
く

に
社
会
学
科

の
先

生
方

に
心
よ
り
感
謝

の
意

を
表
わ

し
た
く
思

い
ま
す
。

(昭
和

59
年

8
月
稿
)

(み
つ
だ

ひ
さ
よ
し

社
会
学
部
助
教
授
)
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